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令和　　年　　月　　日　

　　　　　　地方・簡易　　裁判所（　　　　　　支部）　御中

事件名　□　賃金　□　賞与　請求事件
訴訟物の価額　　金　　　　　　　　　円
手数料額　　　　金　　　　　　　　　円


〒　　　－　　　　
住所（送達場所）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　原　　　　　告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印
電　話　　　　－　　　　　－
ＦＡＸ　　　　－　　　　　－

〒　　　－　　　　
住　　　　　所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　被　　　　　告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　






添付書類
□　登記事項証明書（商業登記簿謄本）　□　雇用契約書　　　　　
　□　求人広告　　　　　　　　　　　　　□　就業規則　　　　　　
　□　過去の給与・賞与等の支払明細書　　□　タイムカード　　　　
　□　　　　　　　　　　　　　　　　　　□　　　　　　　　　　　


請 求 の 趣 旨


１　被告は、原告に対し、次の金額を支払え。 
　□　金　　　　　　円 
 　 
□　【□上記の金額／□上記の金額のうち金　　　　　　円】に対する【□令和　　年
　　月　　日／□本訴状送達の日の翌日】から支払済みまで年　％の割合による金員


２　訴訟費用は、被告の負担とする。


との判決　【□　及び仮執行の宣言】　を求める。


請 求 の 原 因

１　原告は、【□平成／□令和】　　年　　月　　日から【□現在／□令和　　年　　月
　　日】まで、被告に雇用され、仕事（　　　　　）に従事した。 

２　給与の定め 
（１）基本給　　【□月給／□日給／□時給】　　　　　　円
（２）諸手当　　
□　　　手当 
【□月額　　　　　　円／□日額　　　　　　円／□変動額】
　　　　　　□　　　手当 
【□月額　　　　　　円／□日額　　　　　　円／□変動額】
　　　　　　□　　　手当 
【□月額　　　　　　円／□日額　　　　　　円／□変動額】
（３）支払期日　　毎月　　日締め【□当月／□翌月】　　日払い 

３　賞与について 
（１）賞与は、【□就業規則／□雇用契約／□労働協約／□労使慣行】により、次の算定基準によって算定された額が支給される。 
　　（算定基準） 
　　　　　　　　　

（２）上記（１）の算定基準によれば原告の賞与の額は次の計算式のとおり　　　　
　円である。 
（計算式） 
　　　　　　
　
４　被告は、原告に対して、次のとおり未払がある。 
（１）給与
令和　 年　 月 　日から令和 　年 　月　 日までの【□全部／□一部】　　　　　円【□詳細は別紙のとおり】
（２）賞与 
上記３（２）の額の【□全部／□一部】　　　　　　　　　　円 
 

（その他の参考事項は以下のとおり） 
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